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主要プログラム

理事長講演　11月11日（土）　13:40～14:10 A会場（3階 サクラホール）
座長：羽藤　慎二（国立病院機構 四国がんセンター）

クリニカルパスもアポトーシスでForever
山中　英治（若草第一病院 病院長）

会長講演　11月10日（金）　13:10～13:35 A会場（3階 サクラホール）
座長：山中　英治（若草第一病院）

はじめたら　やめないこと
齋藤　　登（獨協医科大学埼玉医療センター 教授）

教育講演1　11月10日（金）　10:40～11:20 A会場（3階 サクラホール）
座長：齋藤　　登（獨協医科大学埼玉医療センター）

学生教育から臨床教育への連続性 〜現場での若い医療者の学び〜
小西　靖彦（日本医学教育学会 理事長）

教育講演2　11月11日（土）　14:30～15:10 A会場（3階 サクラホール）
座長：副島　秀久（済生会熊本病院医療情報調査分析研究所）

医療DXとゲノム医療の推進による医療の標準化と個別化の深化
古川　俊治（参議院議員・医師・弁護士）

スペシャルプログラム　11月10日（金）　13:45～14:20 A会場（3階 サクラホール）
座長：齋藤　　登（獨協医科大学埼玉医療センター）

奇跡のピアノ
金城　綾乃（Kiroro）

シンポジウム1　11月10日（土）　9:00～10:30 A会場（3階 サクラホール）
オーガナイザー /座長：木佐貫　篤（宮崎県立日南病院）
オーガナイザー /座長：中　麻里子（大阪公立大学医学部附属病院）

パスは続くよ、どこまでも─院内多職種連携から院外多職種連携への展開─

S1-1 大腿骨頚部骨折地域連携パスから始まった院内パスとの共栄共歩
青森県立中央病院　伊藤　淳二

S1-2 多職種での脳卒中ケアを目指した循環型地域連携パスの取り組み
鶴岡市立荘内病院　丸谷　　宏

S1-3 多職種連携による心不全地域連携パスの活用
大阪市立総合医療センター　山本　哲耶

S1-4 ネットワーク型地域連携パスによる急性心筋梗塞の二次予防の実現
長崎大学病院　黒部　昌也
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シンポジウム2　11月10日（金）　9:00～10:30 B会場（4階 ザ・マークルームEAST）
オーガナイザー /座長：年光　康雄（総合病院国保旭中央病院）
オーガナイザー /座長：下條　　隆（羽島市民病院）

患者さんの安心と暮らしを支援するパス活用

S2-1 患者支援センターと多職種協働による患者パス標準化の取り組み
済生会横浜市東部病院　門脇水菜子

S2-2 患者用クリニカルパスへの入院診療計画書導入による効果
若草第一病院　山本　直美

S2-3 視覚弱者にも配慮した患者用のクリニカルパス
富山大学附属病院　髙岡　　裕

S2-4 より良いパス運用に向けて～入退院支援センターの新たな役割～
国立国際医療研究センター病院　山口　貴子

S2-5 患者用クリニカルパスにおける退院指導の充実
高知大学医学部付属病院　山崎あゆみ

S2-6 心不全地域連携パスのやり直し
船橋市立医療センター　沖野　晋一

シンポジウム3　11月10日（金）　9:00～10:30 D会場（4階 ジ・オリエンタルルーム）
オーガナイザー /座長：織田　　順（大阪大学医学部附属病院）
オーガナイザー /座長：齊藤　大介（国立国際医療研究センター病院）

救急集中治療領域におけるクリニカルパスの可能性と限界を議論する

S3-1 脳梗塞パスの見直し　指示セットとしてのみのパスからの脱却
熊本赤十字病院　寺崎　修司

S3-2 救命救急センターで看護パスを導入した2年間を振り返る
国立国際医療研究センター病院　藤井　美幸

S3-3 初療から繋げるクリニカルパス～患者用パスの活用～
兵庫県立尼崎総合医療センター　古野　藍子

S3-4 救急センター初療から退院まで継続したクリニカルパスの運用
NTT東日本関東病院　齊藤　淑子

シンポジウム4　11月10日（金）　14:30～16:00 D会場（4階 ジ・オリエンタルルーム）
オーガナイザー /座長：村上　廣野（水戸医療センター）
オーガナイザー /座長：羽藤　慎二（国立病院機構 四国がんセンター）

パス担当実務者のお悩み相談

S4-1 誤嚥性肺炎パス作成プロジェクト～当院ではこうしてみました～
春日井市民病院　山下　　裕

S4-2 看護部パス委員会の活動によるパス記録の質の担保
練馬総合病院　渡邊　輝子

S4-3 バリアンス集計から見えた課題と解決に向けた取り組み事例
国立国際医療研究センター病院　鈴木　祐輔

S4-4 連携を強化したパス活動基盤の構築
愛媛県立中央病院　竹田　直弘
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S4-5 コロナ禍を経たパス委員会の課題 ～委員会にもコロナ後遺症？～
熊本機能病院　原畑　佑哉

シンポジウム5　11月11日（土）　10:30～12:00 A会場（3階 サクラホール）
オーガナイザー /座長：沖野　晋一（船橋市立医療センター）
オーガナイザー /座長：小林　美亜（山梨大学大学院）

患者と医療の安全を高めるクリニカルパスの作成・工夫と活用

S5-1 パスに関連するインシデント事例
医療法人住友別子病院　乗松　　篤

S5-2 パスに関連するインシデント分析からみえる今後のパス活用の課題
青森県立中央病院　渡部　稲子

S5-3 クリニカルパス有無におけるインシデント発生率の評価
岡山市立市民病院　時岡　浩二

S5-4 クリニカルパスを通じたSafety-IIの実践例─正しいことをやりやすくする
大阪大学医学部附属病院　新谷　拓也

S5-5 PERIOと新しいパスシステムがもたらす安全で効率的な手術環境
済生会熊本病院　加治　正知

シンポジウム6　11月11日（土）　15:20～16:20 A会場（3階 サクラホール）
オーガナイザー：中熊　英貴（済生会熊本病院）

座長：嶋田　元（聖路加国際病院）
座長：村木　泰子（NTT東日本関東病院）

ePathの概要と現状、新しい研究から見えてきた可能性

済生会熊本病院　中熊　英貴

シンポジウム7　11月11日（土）　15:30～16:30 B会場（4階 ザ・マークルームEAST）
オーガナイザー /座長：唐津　洋志（東京都立多摩総合医療センター）
オーガナイザー /座長：菅原　重生（日本海総合病院）

経営改善につながるDPCデータを活用したパスの作成/改訂

S7-1 経営改善を目指したクリニカルパス作成/改定時のDPC利活用
NTT東日本関東病院　松本　　順

S7-2 経営改善につなげるDPCデータを活用したパス設定日数の見直し
国立病院機構東京医療センター　目黒　康平

S7-3 在院日数適正化を目的とした院内パス及び地域連携パスの活用の成果
上尾中央総合病院　藤川　千春

S7-4 食道がん手術の入院期間短縮の取り組みとその効果
大阪国際がんセンター　中村　由里
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パネルディスカッション1　11月10日（金）　10:30～11:30 B会場（4階 ザ・マークルームEAST）
オーガナイザー /座長：年光　康雄（総合病院国保旭中央病院）
オーガナイザー /座長：今田　光一（若草第一病院）

パス業務、どのようにシェアする？ 
〜パス運用を支える多職種協働のタスクシェア/タスクシフト〜

P1-1 専門領域は専門家に任せる！
NTT東日本関東病院　村木　泰子

P1-2 医師事務作業補助者にシェアするパス業務
若草第一病院　野口智恵子

P1-3 短期入院化学療法パス運用におけるタスクシェアの診療収益改善効果
佐賀県医療センター好生館　柏田　知美

P1-4 医師を中心としたパス作成チームへの変更
熊本赤十字病院　吉元　和彦

パネルディスカッション2　11月10日（金）　10:30～11:30  D会場（4階 ジ・オリエンタルルーム）
オーガナイザー /座長：坂元　一郎（国立病院機構 高崎総合医療センター）

座長：関本　員裕（せきもとクリニック）

うちでは，これもパスです！

P2-1 心不全急性期治療はクリニカルパスで対応できるのか？
国立病院機構 高崎総合医療センター　高橋　伸弥

P2-2 小児科でのパス運用～「症候別」部分パスを用いて
兵庫県立尼崎総合医療センター　中橋　　達

P2-3 頭皮冷却パスの作成・運用における有用性の検討
国立病院機構 四国がんセンター　池辺　琴映

P2-4 多職種連携をフル活用　嚥下機能評価パッケージパスの作成
三重北医療センター菰野厚生病院　村瀬美有紀

P2-5 看護パスの作成と運用
熊本機能病院　満汐　裕子

P2-6 地域一体型NST「たべるを支援し隊」は多職種によるパス活動
三原皮膚科　三原　美雪

パネルディスカッション3　11月10日（金）　15:00～16:30 A会場（3階 サクラホール）
オーガナイザー /座長：髙田　　礼（済生会横浜市東部病院）
オーガナイザー /座長：嶋田　　元（聖路加国際病院）

突然クリニカルパスの変更作業が必要になったら〜薬剤変更の対応の裏側〜

P3-1 ジェネリック医薬品の普及状況、品質管理、安定供給、流通に関する状況と 
日本ジェネリック製薬協会の取り組みについて

日本ジェネリック製薬協会　源田　浩一
P3-2 薬剤師が取り組むパスの安定稼働のための診療科横断的支援

神戸市立医療センター中央市民病院　田村　　亮
P3-3 PBPMを活用したクリニカルパスの医薬品変更

国立病院機構 高崎総合医療センター　及川 　　瞬
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P3-4 クリニカルパスにおける医薬品変更の現状と課題―八尾市立病院における取り組み―
八尾市立病院　小川　充恵

P3-5 薬剤師主導のクリニカルパスに含まれる医薬品の変更体制の構築
国立国際医療研究センター病院　大橋　裕丈

P3-6 クリニカルパス事務局の業務負担―当院の事例について―
国立病院機構京都医療センター　東野　和美

P3-7 当院におけるクリニカルパスの薬剤変更運用と今後の課題
相模原協同病院　小木戸淳一

パネルディスカッション4　11月10日（金）　16:00～17:00 B会場（4階 ザ・マークルームEAST）
オーガナイザー /座長：真々田厚美（越谷誠和病院）
オーガナイザー /座長：田中　良典（武蔵野赤十字病院）

再考　電子パス時代に紙パスの役割　〜きらりと光る使い道〜

P4-1 紙パスのメリットを活かした運用と課題
国立病院機構 高崎総合医療センター　小辻　可歩

P4-2 紙パスを振り返って
越谷誠和病院　吉住　和敏

パネルディスカッション5　11月11日（土）　9:00～10:30 A会場（3階 サクラホール）
オーガナイザー /座長：濃沼　政美（帝京平成大学）
オーガナイザー /座長：小枝　伸行（八尾市立病院）

フォーミュラリを活用した標準的薬物治療でパスを最適化する 
〜タスクシフト・タスクシェアにもつながるパス作成〜

P5-1 PBPMと必要時指示はパスのよき隣人となるか
済生会熊本病院　徳永　晃己

P5-2 抗菌薬適正使用とクリニカルパス
東京大学医学部附属病院　高山　和郎

P5-3 医療ビッグデータを用いた医薬品フォーミュラリ策定
昭和大学　百　　賢二

P5-4 大腿骨近位部骨折患者における骨粗鬆症・せん妄に対する標準的治療薬の検討
東京都済生会中央病院　勝山　詠理

P5-5 がん化学療法のフォーミュラリとパス作成・タスクシフトにTry
相澤病院　中村　久美

パネルディスカッション6　11月11日（土）　10:30～11:30 B会場（4階 ザ・マークルームEAST）
オーガナイザー /座長：河西　律子（帝京高等看護学院）
オーガナイザー /座長：坂元　一郎（国立病院機構 高崎総合医療センター）

みんなのパス自慢〜うちのパス活動、ここがすごいんです〜

P6-1 せん妄予防の視点から作成した大腿骨近位部骨折パス
武蔵野赤十字病院　高原　次子

P6-2 人工膝関節全置換術（TKA）におけるCriteria Base Path導入効果
鳥取県立中央病院　川淵　敬太
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P6-3 四国がんセンターのパスの特色～患者用パスとパス教育～
国立病院機構 四国がんセンター　砂野　由紀

P6-4 Go To Pathキャンペーン～パス作成を支援します～
国立国際医療研究センター病院　大和　清華

P6-5 多職種によるクリニカルパス活動活性化に向けた取組みと成果
島根県立中央病院　山内　正信

P6-6 既存パスからBOMアウトカム志向パスへ移行する際の工夫
岩手医科大学附属内丸メディカルセンター　高橋真由美

パネルディスカッション7　11月11日（土）　14:30～15:30 B会場（4階 ザ・マークルームEAST）
オーガナイザー /座長：目黒　康平（国立病院機構 東京医療センター）

オーガナイザー：若田　好史（九州医療センター） 
座長：村木　泰子（NTT東日本関東病院）

医療の質向上と経営改善の両立─データを使うパス活動─

P7-1 疼痛コントロール強化を目的としたパス改訂のもたらした変化
NTT東日本関東病院　山田　由美

P7-2 ガイドラインに基づいた外科手術症例抗菌薬適正使用への取り組み
深谷赤十字病院　大須賀俊人

P7-3 医療の質と経営の質向上の両立―リハビリ部門の活動を通じて―
岩手県立久慈病院　田中　結貴

ワークショップ　11月11日（土）　13:30～ 16:30 C会場（5階 ザ・グランドルームEAST）
オーガナイザー：七尾　宏美（パス関東友の会／東京北医療センター）

アウトカム評価の肝はアセスメントにあり 
アウトカム志向のパス作成

論文の書き方セミナー　11月11日（土）　9:45～ 10:35 F会場（4階 ザ・マークルームWEST）
座長：下村裕見子（北里大学大学院）

髙㟢　美幸（東葛クリニック病院）

学会発表の抄録で論文作成する方法
下條　隆（羽島市民病院）

論文発表　11月11日（土）　10:40～ 11:30 F会場（4階 ザ・マークルームWEST）
座長：田中　良典（武蔵野赤十字病院）

髙㟢　美幸（東葛クリニック病院）

1. クリニカルパスを用いたがん手術に関するリハビリテーションの効果
岩手県立磐井病院　田中　結貴

2. 大腿骨近位部骨折術後クリニカルパス改訂の取り組みとその効果
北アルプス医療センターあづみ病院　佐々木涼子
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共同企画　11月11日（土）　14:30～ 16:30 F会場（4階 ザ・マークルームWEST）
代表：山本　康仁（東京都立広尾病院）

素早い正確な伝達　他職種連携の最適解へ
共催：日本ユーザーメード医療IT研究会（J-SUMMITS）
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学術セミナー

学術セミナー1　11月10日（金）　12:00～ 12:50 B会場（4階 ザ・マークルームEAST）
座長：沖野　晋一（船橋市立医療センター 循環器内科）

ポストコロナ時代の地域医療連携
石田　岳史（東京医科歯科大学　総合診療科）

共催：ニプロ株式会社

学術セミナー2　11月10日（金）　12:00～ 12:50 C会場（5階 ザ・グランドルームEAST）
座長：岡本慶一郎（NEC）

「PERIOが生みだす新たなPFM」〜チームとIT（MegaOak Telehealth）でつなぐ周術期連携〜

白井　純宏（済生会熊本病院）
北岡　朋子（済生会熊本病院）
興梠　優子（済生会熊本病院）

共催：NEC

学術セミナー3　11月10日（金）　12:00～ 12:50 D会場（4階 ジ・オリエンタルルーム）
座長：羽藤　慎二（国立病院機構 四国がんセンター）

次世代型看護記録システム×ePath×AIで実現するパス改善の新しいエコシステム 
〜チームコンパスにePath・OAT Unitはどう組み込まれるか〜

中熊　英貴（済生会熊本病院 医療情報調査分析研究所）
中尾　彰宏（ドクターズモバイル株式会社）

共催：株式会社イノシア

学術セミナー4　11月10日（金）　12:00～ 12:50 E会場（5階 503＋504）
座長：井𡈽　兼利（株式会社ニチイ学館 事業統括本部 事業企画室）

積極的な広報活動による地域連携の取り組み事例
門井　洋二（八尾医療PFI 株式会社）

共催：株式会社ニチイ学館

学術セミナー5　11月11日（土）　12:00～ 12:50 B会場（4階 ザ・マークルームEAST）
座長：齋藤　登（獨協医科大学埼玉医療センター 総合診療科）

クリニカルパスを用いた医療情報活用〜 ePath大腸切除パス〜
羽藤　慎二（国立病院機構 四国がんセンター）

共催：ミヤリサン製薬株式会社

学術セミナー6　11月11日（土）　12:00～ 12:50 C会場（5階 ザ・グランドルームEAST）
座長：奥田　泰久（獨協医科大学埼玉医療センター 麻酔科）

アップグレードした疼痛治療を目指す─タリージェ OD錠の製剤設計─
並木　徳之（帝京平成大学）

共催：第一三共株式会社
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学術セミナー7　11月11日（土）　12:00～ 12:50 D会場（4階 ジ・オリエンタルルーム）
座長：時永耕太郎（松戸市立総合医療センター）

ガイドライン2023を背景とした便秘診療
本郷　道夫（東北大学）

共催：ヴィアトリス製薬株式会社

学術セミナー8　11月11日（土）　12:00～ 12:50 E会場（5階 503＋504）
座長：髙木　優（株式会社医用工学研究所）

クリニカルパスDX時代到来〜医療DWH CLISTA!を用いたパス分析事例〜
村木　泰子（NTT東日本関東病院）

共催：株式会社医用工学研究所

学術セミナー9　11月11日（土）　12:00～ 12:50 F会場（4階 ザ・マークルームWEST）

医師の働き方改革を進めるためのタスクシフト
院内サービスロボットFORRO（フォーロ）活用による業務効率化

小倉　淳史（ 川崎重工業株式会社社長直轄プロジェクト本部 
近未来モビリティ総括部グローバルマーケティング&セールス部）

共催：川崎重工業株式会社

スポンサードセッション　11月10日（金）　14:30～ 16:00 B会場（4階 ザ・マークルームEAST）
座長：川﨑つま子（一般社団法人日本看護業務研究会）

岡田みずほ（一般社団法人日本看護業務研究会）

HCbooksを活用した標準看護計画とクリニカルパスの運用
　1．ケア・ミックス病院におけるHCbooksの導入と運用

神ノ川智恵美（一般財団法人潤和リハビリテーション振興財団潤和会記念病院）
　2．急性期病院におけるHCbooksの導入と運用

年光　康雄（総合病院国保旭中央病院）
　3．HCbooksを活用したクリティカルパスの運用と分析

山田　由美（NTT東日本関東病院）
共催：一般社団法人日本看護業務研究会

漢方教育セミナー　11月11日（土）　10:30～ 11:30 C会場（5階 ザ・グランドルームEAST）
座長：宮田　　剛（岩手県立中央病院 消化器外科）

宮平美代子（獨協医科大学埼玉医療センター 看護部）

上部消化器がん（胃がん）のパスと漢方薬の応用について
下部消化器がん（大腸がん）のパスと漢方薬の応用について

瀧口　修司（名古屋市立大学大学院医学研究科 消化器外科学）
植村　　守（大阪大学大学院医学系研究科 外科学講座消化器外科学）

共催：株式会社ツムラ


